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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アラミド繊維からなる紡績糸であって、短繊維の単糸繊度が３．０～４．８ｄｔｅｘ、
紡績糸の単糸撚係数（Ｋ）が３．０～３．８、紡績糸の単糸撚数（Ｔ１）と双糸撚数（Ｔ

２）の比率（Ｔ２／Ｔ１）が４８～６３％であることを特徴とする耐切創性の優れた紡績
糸。
【請求項２】
　請求項１に記載の紡績糸で構成したことを特徴とする耐切創性の優れた繊維構造物。
【請求項３】
　繊維構造物が織編物である請求項２に記載の耐切創性の優れた繊維構造物。
【請求項４】
　請求項１に記載の紡績糸または請求項２もしくは３に記載の繊維構造物で構成したこと
を特徴とする耐切創性の優れた防護材。
【請求項５】
　請求項１に記載の紡績糸または請求項２もしくは３に記載の繊維構造物で構成したこと
を特徴とする耐切創性の優れた防護手袋。
【請求項６】
　手の平部の目付が２６０～４５０ｇ／ｍ２で、ＪＩＳ　Ｔ　８０５２に規定された試験
方法に基づいて測定した切創力が８．５Ｎ以上である請求項５に記載の耐切創性の優れた
防護手袋。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太繊度のアラミド繊維からなる耐切創性の優れた紡績糸ならびにそれを用い
た織編物等の繊維構造物、防護材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アラミド繊維を使用した手袋、腕カバー、前掛けなどの防護材は、当該繊維が刃物で切
断されにくいので、木綿などを使用した従来の手袋、腕カバー、前掛け等の防護材に比べ
て耐切創性が画期的に高い。そのため、例えば自動車産業や、洗濯機、冷蔵庫などの家電
製品産業において、バリの出た板金加工品を扱う作業、割れ易いガラス製品を扱うガラス
産業、または金属片やガラス片が混入している可能性のある一般塵芥を扱うゴミ収集作業
等の切創事故を起こし易い作業において、作業者の手や体を保護するために広く使用され
てきた。しかしながら、当該作業者等からは、より一層切創力がある安全な手袋や腕カバ
ー、前掛け等の防護材が強く要望されている。また、防護手袋を着用する場合は、一般的
に該手袋を１枚装着して作業する場合が多いが、作業の内容によって、更に切創力が必要
となり、かつ汚れ等による手袋の交換が必要なことから、軍手タイプの手袋の上に同タイ
プの手袋や革製の縫製手袋やゴム製手袋などを重ね履きすることも多く、より一層軽量か
つ重ね履きの際の装着性の良いものであることが望まれている。
【０００３】
　しかし、一般に、アラミド繊維などの高強度繊維は、耐切創性に優れている一方で剛性
が高いためにごわごわ感があり、切創性と装着性は相互に取り合いの関係にある。
【０００４】
　また、作業用手袋や作業衣などにおいては、着用者に作業の妨げとなる疲労感や不快感
を与えることは好ましくなく、止むを得ない場合でもこれらは許される最小程度でなけれ
ばならない。耐切創性が優れていても、手袋や腕カバー、前掛けなどの防護材では、硬い
繊維端の刺激はちくちく感のような不快感を着用者に与えるので、ちくちく感が少なく、
耐切創性、装着性に優れる防護材を工業的に生産することは極めて重要なことである。
【０００５】
　アラミド繊維は一般に、単糸繊度が太くなるにつれ、切断されにくくなることは特許文
献１および特許文献２にも記載しているように明らかであり、手袋や腕カバー、前掛けな
どの防護材の耐切創性の向上には、単糸繊度を大きくすることが原理的に有効である。従
って、太繊度のアラミド繊維を使用すれば耐切創性に優れた手袋等をつくることはできる
が、短繊維の曲げ硬さは繊維径の増大とともに飛躍的に高くなるので、単純に従来の製造
方法を適用しただけでは、ちくちく感の多い手袋や織編物しかつくることができない。
【０００６】
　また、手袋の着用者の不快感という点において、手袋の編地の斜行度合いが小さいこと
も重要である。一般的に軍手タイプの手袋を構成する糸は、紡績糸やカバーリング糸など
の撚り糸が多く使用され、これらの糸は撚り戻りなどのトルクが存在する。この撚りトル
クが影響して、手袋を装着している最中や、使用した手袋を再利用するために汚れを落と
す洗浄・洗濯を施した後に、編地が斜行し手袋全体が捩れた状態となり、指先による作業
がし難いなどの不快感が生じる傾向にある。このためには使用前の手袋の編地の斜行を小
さくすることが極めて重要なことである。
【０００７】
　特許文献３には、耐切創性の高い防護用品を得るために、繊維構造物の厚みを４．５ｍ
ｍ以上にすることが提案されているが、これでは装着性の良い手袋になり得ない。また、
特許文献４には、繊維構造物の厚みを５．０ｍｍ以上にし、繊維と金属間の摩擦を低下さ
せるためシリコーン化合物で処理することが提案されているが、手袋にしたときの装着性
が劣る。さらに、特許文献５には、アラミド繊維と高収縮ポリエステル繊維を混綿し、ア
ラミド繊維を外層部に配することで、耐切創性紡績糸が得られることが提案されている。
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しかしながら、それを丸編みした編物の目付が６４９ｇ／ｍ２と高いため、これでは軽量
防護材とはなり得ない。
【０００８】
　したがって、耐切創性、軽量性、装着性、作業性を兼ね備えた繊維構造物、防護材の提
供を可能にする紡績糸は、現状得られていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平９－１５７９８１号公報
【特許文献２】特開２０００－１４４５２６号公報
【特許文献３】特開２００９－０９７１２４号公報
【特許文献４】特開２００９－０９７１２５号公報
【特許文献５】特開２０１２－２０２００１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、かかる従来技術の背景に鑑み、耐切創性の優れた紡績糸、ならびに、該紡績
糸からなる耐切創性、軽量性、装着性、作業性に優れた、繊維構造物、防護材を提供せん
とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、かかる課題を解決するために、次の手段を採用するものである。すなわち、
本発明は、以下の通りである。
【００１２】
（１）アラミド繊維からなる紡績糸であって、短繊維の単糸繊度が３．０～４．８ｄｔｅ
ｘ、紡績糸の単糸撚係数（Ｋ）が３．０～３．８、紡績糸の単糸撚数（Ｔ１）と双糸撚数
（Ｔ２）の比率（Ｔ２／Ｔ１）が４８～６３％であることを特徴とする耐切創性の優れた
紡績糸。
（２）上記（１）に記載の紡績糸で構成したことを特徴とする耐切創性の優れた繊維構造
物。
（３）繊維構造物が織編物である上記（２）に記載の耐切創性の優れた繊維構造物。
（４）上記（１）に記載の紡績糸または上記（２）もしくは（３）に記載の繊維構造物で
構成したことを特徴とする耐切創性の優れた防護材。
（５）上記（１）に記載の紡績糸または上記（２）もしくは（３）に記載の繊維構造物で
構成したことを特徴とする耐切創性の優れた防護手袋。
（６）手の平部の目付が２６０～４５０ｇ／ｍ２で、ＪＩＳ　Ｔ　８０５２に規定された
試験方法に基づいて測定した切創力が８．５Ｎ以上である上記（５）に記載の耐切創性の
優れた防護手袋。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、単繊維繊度が３．０～４．８ｄｔｅｘと繊度の太いアラミド短繊維を
用い、紡績糸にする際の単糸撚係数および紡績糸の単糸撚数と双糸撚数の比率を調整する
ことにより、高強力の耐切創性紡績糸を得ることができる。また、それを用いて繊維構造
物を構成することで、従来にない高い切創力を有する防護材が得られる。特に、作業者用
手袋として好適であり、当該手袋はちくちく感がなく、軽量性、重ね履き性、作業性に優
れている。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の紡績糸について詳細を説明する。
【００１５】
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　本発明の紡績糸において用いられるアラミド繊維としては、メタ系アラミド繊維、パラ
系アラミド繊維が挙げられ、両繊維を任意の混紡率で混紡した混紡品、あるいは各１００
％品で用いたものでもよく、要求される防護材の特性により選定することができる。中で
も、耐切創性および耐熱性に優れる点より、パラ系アラミド繊維が好適である。かかるパ
ラ系アラミド繊維としては、ポリパラフェニレンテレフタルアミド繊維（東レ・デュポン
（株）製、商品名「ケブラー」（登録商標））、コポリパラフェニレン－３，４’－ジフ
ェニルエーテルテレフタルアミド繊維（帝人テクノプロダクツ（株）製、商品名「テクノ
ーラ」）等がある。これらの繊維の中でも、特に耐切創性に優れているポリパラフェニレ
ンテレフタルアミド繊維が好ましい。
【００１６】
　アラミド繊維は一般に、単糸繊度が太くなるにつれ、切断されにくくなるため、以前か
ら防護材の耐切創性を向上させるためには、単糸繊度を大きくすることが有効と考えられ
てきた。特開平９－１５７９８１号公報には、単糸繊度３．９～４．４ｄｔｅｘのアラミ
ド短繊維に撚係数１．５～３．０の甘撚りを加えて得た紡績糸を２本引揃え、逆撚りを加
えてトルクをなくし双糸に加工することで、単糸繊度１．７ｄｔｅｘの従来品よりも耐切
創性が改善されること、それよりも単糸繊度が小さいと耐切創性の改善効果が少ないこと
が示されている。
【００１７】
　本発明の紡績糸では、単糸繊度が３．０～４．８ｄｔｅｘの範囲、より好ましくは３．
０～３．８ｄｔｅｘ、特に好ましくは３．０～３．６ｄｔｅｘの範囲にある短繊維を用い
る。このような単糸繊度としたのは、単糸繊度が３．０ｄｔｅｘ未満では、ＪＩＳ　Ｔ　
８０５２：２００５「防護服－機械的特性－鋭利物に対する切創抵抗性試験方法」に規定
された試験方法に基づいて測定した切創力が８．５Ｎ以上を満たすことができなくなるか
らである。ここで、有機繊維のみを使用した軍手タイプの耐切創性手袋は、一般的に７ゲ
ージや１０ゲージを代表とする手袋編み機で作製したものが多く、この中で高い特性を示
す７ゲージの手袋の切創力は、凡そ８．５～１１．５Ｎの範囲である。この切創力が８．
５Ｎ以上であれば耐切創性が高いと言える。
　反対に、単糸繊度が４．８ｄｔｅｘを超えてしまうと、手袋や織編物等の繊維構造物が
硬くなるため、装着性（手袋の重ね履き性）や作業性が低下してしまい、またちくちく感
を解消することが困難である。また、単糸繊度が大きくなると、加工性も劣ることから、
適度な繊度の短繊維を用いて耐切創性に優れる繊維構造物が得られると、経済性の面でも
有利である。
【００１８】
　短繊維の繊維長は特に限定しないが、紡績糸の撚り係数を適正化する際の加工性を容易
にし、同時にちくちく感を解消し、作業性や装着性を高めることのできる、最適な繊維長
を選択するのがよい。平均繊維長として、３５～１６０ｍｍの範囲が好ましく、より好ま
しくは４５～１３０ｍｍの範囲である。また、良好な紡績性を得るために、短繊維の捲縮
数は、約３～約１２山／インチが望ましい。
【００１９】
　本発明の紡績糸の太さは、用途にもよるが、通常３０ｓ～５ｓ番手の範囲で好ましく使
われる。ここで、糸が細くなると番手数が大きくなる。５ｓ未満では紡績糸の加工性が劣
り、３０ｓを超えると紡績糸の耐切創性が低下する傾向がある。織編物や手袋の編み立て
に用いる紡績糸の形態は、紡績糸単糸を２本引きそろえて、紡績糸単糸と逆方向に撚糸し
た紡績糸双糸である。紡績糸双糸の番手は、３０／２ｓ～５／２ｓが望ましく、前記範囲
内であれば加工性が著しく損なわれることがない。
【００２０】
　本発明の紡績糸は、単糸撚係数（Ｋ）と、単糸およびそれを引き揃えた双糸の撚数（Ｔ

１、Ｔ２）を適正化することが肝要である。第１に、紡績糸単糸を加撚する場合は、次式
で求められる単糸撚係数（Ｋ）を、３．０～３．８の範囲とする。単糸撚係数（Ｋ）が３
．０より小さいと、短繊維同士の絡みが弱くなりすぎ、短繊維の端部が紡績糸からはみ出
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し、ちくちく感の多い手袋となるため、好ましくない。また、単糸撚係数（Ｋ）が３．８
より大きいと、強撚になりすぎて二重撚の発生が強くなって加工性が悪化し、紡績糸の引
張強度も低下し、また風合いの観点からも好ましくない。より好ましい単糸撚係数（Ｋ）
は３．１～３．６の範囲である。単糸撚数（Ｔ１）は６～２１回／インチが好ましく、よ
り好ましくは７～１９回／インチである。紡績糸単糸の撚方向は、Ｓ、Ｚのいずれでもよ
い。
【００２１】
　　撚係数　Ｋ＝Ｔ１／ｓ１／２

　　　Ｔ１；撚数（回／インチ）
　　　ｓ　；綿番手
【００２２】
　第２に、所定の撚り（撚数Ｔ１）を加えた紡績糸単糸を２本引き揃え、ダブルツイスタ
ーで所定の逆撚り（撚数Ｔ２）を加えて、紡績糸に加工する。このとき、紡績糸の単糸撚
数（Ｔ１）に対する双糸撚数（Ｔ２）の比率（Ｔ２／Ｔ１）が４８～６３％、より好まし
くは５０～６３％の範囲になるように加撚する必要がある。
　本発明の紡績糸では、単糸撚数を通常より大きい値に設定することにより、紡績糸表面
の毛羽や繊維端を抑えることで高剛性アラミド繊維によるちくちく感を減少させている。
従って、前記比率（Ｔ２／Ｔ１）を４８％より小さくすることは、双糸の残留トルクによ
って編み立てした織編物や手袋によじれが生じ、編地が斜行することで、手袋の装着性や
作業性が低下するので好ましくない。反対に、前記比率（Ｔ２／Ｔ１）を６３％より大き
くすると、残留トルクをなくす工程で過度の加撚を強いられることで、均一な紡績糸が得
られにくくなり、そのため、紡績糸を織編物や手袋等の繊維構造物にしたときに、切創力
が局所的に低い部位が発生する恐れがあり、耐切創性向上という本来の目的が阻害される
ことになる。双糸撚数（Ｔ２）は３～１３回／インチが好ましく、より好ましくは４～１
２回／インチである。
【００２３】
　本発明の紡績糸は、単糸繊度が３．０～４．８ｄｔｅｘのアラミドを切断し、ステープ
ル化したものを用いて、従来公知の紡績手段で製造することができる。ステープルをスラ
イバーとし、それをリング撚糸機等にて所定の撚係数の撚りを加え、さらにダブルツイス
ター等にて、所定の撚数比率とする。こうして得られる、本発明の紡績糸の綿番手２０／
２の双糸は、その引張強力が４０Ｎ以上であり、本発明の加撚条件を満たさない同じ綿番
手のアラミド紡績糸よりも高い値を示す点で、特徴が有る。このことから、本発明の紡績
糸は、引張強さの点でも優れているので、手袋をはじめ、各種の繊維構造物に適用できる
。
【００２４】
　また、本発明の紡績糸を製造する場合、本発明の効果を妨げない範囲で、約３０重量％
以下で他の短繊維を混用することができる。
【００２５】
　また繊維構造物は、本発明の紡績糸１００％で構成することが、該紡績糸が有する耐切
創性、高強力と言った優れた特性が如何なく発揮される点で好ましいが、交織交編のよう
に他の繊維や糸との併用でもよい。好ましくは、紡績糸が織物や編物等製品全体の重量の
うち、７０～１００％の範囲とするのがよい。パイル織物のような立毛布帛とすることも
できる。
【００２６】
　さらに、本発明の防護材は、全てを、かかる紡績糸または繊維構造物で構成してもよく
、またはそれらを部分的に使用することでもよい。例えば、作業用手袋では、作業内容に
より指先部分や掌部分だけのように、特定の部分に本発明の紡績糸や織編物等を使うこと
ができる。織編物や防護材には、必要に応じ、樹脂コーティングを施すこともできる。防
護手袋を編成する場合は、その目付が２６０～４５０ｇ／ｍ２の範囲になるように編みあ
げることが好ましく、目付２６０ｇ／ｍ２以上にすることで、耐切創性、作業性、装着性
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かつちくちく感が感じられない手袋を得ることができ、また目付４５０ｇ／ｍ２以下にす
ることで、軽量で重ね履き性がよい手袋となる。目付が４５０ｇ／ｍ２を超える手袋の場
合は、手袋の厚みが大きいため重ね履きをした際に締付け感が増すことでちくちく感を感
じやすく、また手袋が重くなる。更に好ましくは２６０～４００ｇ／ｍ２の範囲にするの
が良い。この場合の構成する紡績糸の本数は、紡績糸の太さ（番手）と繊維構造物および
防護材の目付が関係するが、それぞれの範囲内であれば、１～複数本で使用できる。
【００２７】
　手袋の厚みは、重ね履き性などを考慮すると、ＪＩＳ　Ｌ　１０９６：２０１０　８．
４による厚み測定方法に基づいて測定した厚みが、１．８ｍｍ以下にするのが良い。
　手袋の場合、作製に使用する編み機のゲージ数は、５．５～１３ゲージがよく、好まし
くは７～１０ゲージ、更に好ましくは１０ゲージとするのが良い。この場合の編地の密度
としては、６～２５ウェール／インチの範囲であればよく、好ましくは８～１８ウェール
／インチの範囲にするのが良い。
【００２８】
　本発明の防護材は、厳しい使用環境条件が要求される用途に特に適している。これには
、直接防護目的として使用されるものはもちろん、結果的に防護機能が果たされるものも
含まれ、具体的には、作業用または工業用手袋、腕カバー、前掛け、足首カバーの他、作
業靴、地下足袋、溶接用作業衣；スポーツ用として、スポーツ用上着、同ズボン、野球や
サッカー用のソックス、フェンシングユニフォーム；溶接作業用カーテン、消防服、消防
用ホース、等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。特に、作業者用手袋と
して好適である。十分な切創力があるため手袋１枚を装着した場合や、手袋を重ね履きし
た場合でも、好適である。
【実施例】
【００２９】
　以下、実施例および比較例を用いて本発明を更に具体的に説明するが、本発明は以下の
実施例のみに限定されるものではない。なお、以下の実施例および比較例における各物性
値の測定方法は次の通りである。
【００３０】
［紡績糸の引張強力］
　ＪＩＳ　Ｌ　１０９５：２０１０「一般紡績糸試験方法」９．５に準じて紡績糸の引張
強さ（Ｎ）を測定した。
【００３１】
［切創力］
　ＪＩＳ　Ｔ　８０５２：２００５「防護服－機械的特性－鋭利物に対する切創抵抗性試
験方法」に準拠し、手袋１枚における手の平部の切創力（Ｎ）を測定した。切創力（Ｎ）
を織編物の目付で除して、耐切創性を求めた。切創力の値が大きいほど切れ難いと判定し
た。
【００３２】
［作業性（編地の斜行］
　７ゲージタイプの手袋編み機（（株）島精機製作所）を使用し、編成後の手袋の編目の
状態にて、ＪＩＳ　Ｔ　１０９６：２０１０「織物及び編物の生地試験方法」８．１２に
準じて、編地のウェール方向の布目曲がり（斜行）を測定し、布目曲がり率を求めた。こ
の布目曲がり率により判定、１０％未満のものを「○」、１０％以上のものを「×」と判
定した。
【００３３】
［ちくちく感（表面毛羽）］
　編成後の手袋１枚を着用した１０人の感触により、また、編織物はその生地に対する１
０人の感触により判定した。６０％以上がちくちく感が無いと判定したものをちくちく感
なし「○」、それ以外をちくちく感あり「×」と判定した。
【００３４】
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［装着性（重ね履きのし易さ）］
　実施例および比較例で作成した手袋を、それぞれ同じ手袋を２枚重ねて装着した際の装
着のし易さおよび装着時の手の締め付け感について判定し、良いものを「○」、悪いもの
を「×」と判定した。
【００３５】
（実施例１）
　アラミド短繊維糸条として、繊度３．３ｄｔｅｘのパラ系アラミド繊維（東レ・デュポ
ン（株）製“Ｋｅｖｌａｒ（Ｒ）２９”、引張強度２０．３ｃＮ／ｄｔｅｘ）にステープ
ル加工を施した、繊維長５１ｍｍ、捲縮数約８山／インチのパラ系アラミド短繊維１００
％を用いた。
　これを、開綿機、カード、練条の順で通しスライバーとした。次に、これをリング精紡
機に仕掛け、撚数（Ｔ１）１４．１回／インチ、撚係数３．１、撚り方向がＺ撚りの撚り
を加えて、糸番手２０（綿番手）、引張強力１７．６Ｎの紡績糸の単糸を得た。この紡績
糸を２本引き揃え、ダブルツイスターで撚数（Ｔ２）８．４回／インチの逆（Ｓ）撚りを
加えて、糸番手が２０／２（綿番手）、引張強力４１．０Ｎの双糸を得た。Ｔ２／Ｔ１の
比率は６０％である。
　さらに、双糸を２本引き揃えて、１０ゲージタイプの手袋編み機（（株）島精機製作所
）に供給して、１２．５ウェール／インチ、手の平部の目付が３２０ｇ／ｍ２の手袋を編
みあげた。手袋の切創力、作業性、ちくちく感、装着性を表１にまとめた。
【００３６】
（実施例２）
　アラミド短繊維糸条として、繊度３．３ｄｔｅｘのパラ系アラミド繊維（東レ・デュポ
ン（株）製“Ｋｅｖｌａｒ（Ｒ）２９”、引張強度２０．３ｃＮ／ｄｔｅｘ）にステープ
ル加工を施した、繊維長５１ｍｍ、捲縮数約８山／インチのパラ系アラミド短繊維１００
％を用いた。これを、開綿機、カード、練条の順で通しスライバーとした。次に、これを
リング精紡機に仕掛け、撚数（Ｔ１）１５．７回／インチ、撚係数３．５、撚り方向がＺ
撚りの撚りを加えて、糸番手２０（綿番手）、引張強力１６．２Ｎの紡績糸の単糸を得た
。この紡績糸を２本引き揃え、ダブルツイスターで撚数（Ｔ２）７．８回／インチの逆（
Ｓ）撚りを加えて、糸番手が２０／２（綿番手）、引張強力４０．４Ｎの双糸を得た。Ｔ

２／Ｔ１の比率は５０％である。
　さらに、双糸を２本引き揃えて、１０ゲージタイプの手袋編み機（（株）島精機製作所
）に供給して、１２．５ウェール／インチ、手の平部の目付が３２７ｇ／ｍ２の手袋を編
みあげた。手袋の切創力、作業性、ちくちく感、装着性を表１にまとめた。
【００３７】
（比較例１）
　実施例１で得た紡績糸の単糸を２本引き揃え、ダブルツイスターで撚数（Ｔ２）６．０
回／インチの逆（Ｓ）撚りを加えて、糸番手が２０／２（綿番手）、引張強力３７．８Ｎ
の双糸を得た。Ｔ２／Ｔ１の比率は４３％である。
　さらに、双糸を２本引き揃えて、１０ゲージタイプの手袋編み機（（株）島精機製作所
）に供給して、１２．５ウェール／インチ、手の平部の目付が３１８ｇ／ｍ２の手袋を編
みあげた。手袋の切創力、作業性、ちくちく感、装着性を表１にまとめた。
【００３８】
（比較例２）
　アラミド短繊維糸条として、繊度３．３ｄｔｅｘのパラ系アラミド繊維（東レ・デュポ
ン（株）製“Ｋｅｖｌａｒ（Ｒ）２９”、引張強度２０．３ｃＮ／ｄｔｅｘ）にステープ
ル加工を施した、繊維長５１ｍｍ、捲縮数約８山／インチのパラ系アラミド短繊維１００
％を用いた。これを、開綿機、カード、練条の順で通しスライバーとした。次に、これを
リング精紡機に仕掛け、撚数（Ｔ１）１３．０回／インチ、撚係数２．９、撚り方向がＺ
撚りの撚りを加えて、糸番手２０（綿番手）、引張強力１６．９Ｎの紡績糸の単糸を得た
。この紡績糸を２本引き揃え、ダブルツイスターで撚数（Ｔ２）８．４回／インチの逆（
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Ｓ）撚りを加えて、糸番手が２０／２（綿番手）、引張強力３８．５Ｎの双糸を得た。Ｔ

２／Ｔ１の比率は６５％である。
　さらに、双糸を５本引き揃えて、１０ゲージタイプの手袋編み機（（株）島精機製作所
）に供給して、１２．３ウェール／インチ、手の平部の目付が３２３ｇ／ｍ２の手袋を編
みあげた。手袋の切創力、作業性、ちくちく感、装着性を表１にまとめた。
【００３９】
　実施例１および実施例２で得た手袋は、切創力９．７～９．９Ｎという極めて高い値を
示し、かつ作業性、ちくちく感、装着性において良好な結果を示した。一方、比較例１で
得た手袋は、逆撚りが不足しているため、残留トルクによって手袋使用中に編地が斜行し
てしまい、作業性を著しく悪化させた。比較例２で得た手袋は、切創力が優れていたが、
単糸の撚係数が３．０に満たない甘撚りであったため、アラミド短繊維の毛羽によるちく
ちく感があった。
【００４０】
（比較例３）
　繊度２．５ｄｔｅｘのパラ系アラミド繊維（東レ・デュポン（株）製“Ｋｅｖｌａｒ（
Ｒ）２９”、引張強度２０．３ｃＮ／ｄｔｅｘ）にステープル加工を施した、繊維長５１
ｍｍ、捲縮数約８山／インチのパラ系アラミド短繊維１００％を用いた。これを、開綿機
、カード、練条の順で通しスライバーとした。次に、これをリング精紡機に仕掛け、撚数
（Ｔ１）１４．１回／インチ、撚係数３．１、撚り方向がＺ撚りの撚りを加えて、糸番手
２０（綿番手）、引張強力１８．３Ｎの紡績糸の単糸を得た。この紡績糸を２本引き揃え
、ダブルツイスターで撚数（Ｔ２）７．０回／インチの逆（Ｓ）撚りを加えて、糸番手が
２０／２（綿番手）、引張強力４１．４Ｎの双糸を得た。Ｔ２／Ｔ１の比率は５０％であ
る。
　さらに、双糸を２本引き揃えて、１０ゲージタイプの手袋編み機（（株）島精機製作所
）に供給して、１２．５ウェール／インチ、手の平部の目付が３０５ｇ／ｍ２の手袋を編
みあげた。手袋の切創力、作業性、ちくちく感、装着性を表１にまとめた。
【００４１】
　比較例３で得た紡績糸と、実施例１で得た紡績糸の引張強力は同程度であった。一方、
編みあげた手袋の評価では、切創力の差が顕著であり、短繊維の単糸繊度が２．５ｄｔｅ
ｘでは切創力が向上しないことが分った。
【００４２】
（比較例４）
　実施例１で得た紡績糸双糸を５本引き揃えて、７ゲージタイプの手袋編み機（（株）島
精機製作所）に供給して、手の平部の目付が５６０ｇ／ｍ２の手袋を編みあげた。その評
価結果を表１に示すように、手袋を厚くすることで切創力は向上したが、ちくちく感や重
ね履き性に劣っており、所望の性能まで到達しなかった。
【００４３】
（実施例３）
　繊度３．３ｄｔｅｘのパラ系アラミド繊維（東レ・デュポン（株）製“Ｋｅｖｌａｒ（
Ｒ）２９”、引張強度２０．３ｃＮ／ｄｔｅｘ）にステープル加工を施した、単繊維の繊
維長６４ｍｍ、捲縮数約８山／インチのパラ系アラミド短繊維１００％を用いた。これを
、開綿機、カード、練条の順で通しスライバーとしたものをリング精紡機に仕掛け、撚数
（Ｔ１）１５．７回／インチ、撚係数３．５、撚り方向がＺ撚りの撚りを加えて、糸番手
２０（綿番手）、引張強力１６．７Ｎの紡績糸の単糸を得た。この紡績糸を２本引き揃え
、ダブルツイスターで撚数（Ｔ２）７．８回／インチの逆（Ｓ）撚りを加えて、糸番手が
２０／２（綿番手）、引張強力４２．９Ｎの双糸を得た。Ｔ２／Ｔ１の比率は５０％であ
る。
　さらに、双糸を２本引き揃えて、１０ゲージタイプの手袋編み機（（株）島精機製作所
）に供給して、１２．５ウェール／インチ、手の平部の目付が３１４ｇ／ｍ２の手袋を編
みあげた。表１に示すように、手袋の切創力、作業性、ちくちく感および装着性に優れて
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【００４４】
【表１】

【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明の紡績糸は、作業用手袋の他、消防服、レーシングスーツ、製鉄・溶接用作業服
などの防護材として好適に用いられる。
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